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2026年12月期
第2四半期（中間期）決算説明会

（決算補足説明資料）

株式会社キッツ
2026年8月

【注意事項】
本資料に記載されている当社及び連結子会社の計画、戦略及び業績見通しは、将来の予測であって、リスクや不確定な要因を含んでおります。実際の業績
等は、さまざまな要因により、見通し等と異なる結果となりうることをあらかじめご承知願います。

決算等の数字については、百万円単位の場合単位未満切り捨て、億円単位の場合単位未満四捨五入で表示しています。
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売上高 98,232百万円
前年同期比：+13.7%         計画比：+4.3%

 バルブ事業は、価格改定効果や為替換算影響のほか、
半導体装置向けの需要回復等により、前年同期比
10.1％の増収。

 メタルソリューション事業は、銅相場の上昇等により、前年
同期比30.1％の増収。

営業利益 8,143百万円
前年同期比：+2.6% 計画比：+1.8%

 バルブ事業は、第2四半期から半導体装置向けの増収
効果があったものの、石油化学市場向けの販売量減少に
加え、原材料・部材価格および販管費の上昇等により、
営業利益は前年同期比4.9％減。

 メタルソリューション事業は、銅相場上昇による値幅の確
保等により大幅増益。

2026年12月期 第2四半期 決算サマリー

注) 2026年1月より、「伸銅品事業」は名称を「メタルソリューション事業」へ変更。以降のページでは「メタルS事業」と省略する場合もあります。

 バルブ事業 前年同期比売上・営業利益増減の構造

+36
+14

+20 +70

+6

+14 △14

△10 △5

数量・構成差 価格改定・原価低減効果 為替 販管費 増減 合計

売上高
増減

営業利益
増減 △0

単位（億円）

原材料・部品
価格等の上昇

親会社株主に帰属する

中間純利益 6,549百万円
前年同期比：+9.7% 計画比：+2.3%

 米国子会社において旧本社売却による有形固定資産売
却益を計上したことにより増益
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単位（百万円）

注) 売上高及び営業利益は、バルブ事業とメタルS事業のみを表示しておりますが、合計はその他を含む連結合計であるため、一致しておりません。            

2026年12月期 第2四半期 業績

2025年 2026年 2026年
前年同期比 計画比

12月期 12月期 12月期
2Q累計実績 2Q累計計画 2Q累計実績 増減額 増減率 増減額 増減率

売上高 86,380 94,200 98,232 11,851 13.7% 4,032 4.3%
内、バルブ事業 69,093 75,000 76,073 6,980 10.1% 1,073 1.4%
内、メタルS事業 16,140 18,000 20,993 4,853 30.1% 2,993 16.6%

営業利益 7,933 8,000 8,143
209 2.6% 143 1.8%

（率） (9.2%) (8.5%) (8.3%)
内、バルブ事業 9,815 9,850 9,334 ▲480 ▲4.9% ▲515 ▲5.2%

内、メタルS事業 308 600 1,058 749 242.8% 458 76.5%

経常利益 8,373 8,250 8,654
280 3.4% 404 4.9%

（率） (9.7%) (8.8%) (8.8%)
親会社株主に帰属する中間純利益 5,968 6,400 6,549

580 9.7% 149 2.3%
（率） (6.9%) (6.8%) (6.7%)
ドル：対円 147.48 155 158.61 
ユーロ：対円 162.21 184 184.83 
電気銅建値：円／kg 1,422 2,100 2,163
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2025年12月期 2026年12月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

売上高 41,740 44,640 44,435 45,866 46,625 51,607
営業利益 3,378 4,555 3,931 3,589 3,697 4,446
経常利益 3,996 4,377 4,035 3,662 4,193 4,460

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,890 3,078 2,820 2,676 3,657 2,891
営業利益率 8.1% 10.2% 8.8% 7.8% 7.9% 8.6%

売上高/営業利益 営業利益率(百万円)
売上高(左軸)

営業利益(右軸)

2025年
12月期

2026年
12月期

2025年
12月期

2026年
12月期
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バルブ事業 四半期(3ヵ月)業績推移

（百万円）

2025年12月期 2026年12月期
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

売上高 33,260 35,832 35,616 36,706 36,530 39,543
営業利益 4,386 5,428 4,785 4,285 4,255 5,078
営業利益率 13.2% 15.1% 13.4% 11.7% 11.7% 12.8%

売上高/営業利益 営業利益率(百万円)
売上高(左軸)

営業利益(右軸)

2025年
12月期

2026年
12月期

2025年
12月期

2026年
12月期
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バルブ事業 売上実績（市場別）

半導体ビジネスユニット 170 26 15%

半導体を除くバルブ事業 591 67 11%

単位（億円）（ご参考）

バルブ事業
実績

売上高
761

営業利益
93

営業利益率
12%

2025年
12月期 2026年12月期 前年同期比 BU

区分2Q累計 1Q 2Q 2Q累計 増減額 増減率

Core

建築設備 160 85 95 180 20 12.2%

石油化学 157 80 68 147 ▲9 ▲5.8%

水処理 51 26 26 53 1 2.5%

機械装置 49 25 28 54 5 9.4%

Core 合計 417 217 217 434 16 3.9%

Growth

半導体装置 110 60 80 140 30 27.0%

半導体材料 (フィルター) 26 14 16 30 4 17.3%

機能性化学 20 8 10 18 ▲2 ▲9.8%

水素/脱炭素 (LNG含む) 7 5 3 7 1 8.1%

Growth 合計 163 87 109 196 33 20.3%

その他 110 61 70 131 21 18.8%

合計 691 365 395 761 70 10.1%

 建築設備は、データセンター向けの好調、国内の価格改定効果等により、前年同期比増収。
 石油化学は、中東情勢の影響もあり、国内外の定修・新規案件とも伸び悩み、前年同期比で減収。
 水処理は、更新工事の増加等により、堅調に推移。機械装置は、営業活動強化等により前年同期比増収。
 半導体装置・半導体材料(フィルター)は、需要の回復により、前年同期比増収。
 機能性化学は、インド市場向けは好調に推移したものの、第１四半期の出遅れ影響により、前年同期比減収。
 水素／脱炭素は、一部の水素ステーション向け案件を売上計上し、前年同期比では増収となったものの、伸びは限定的。
 その他は、国内の流通が堅調であり、価格改定の浸透等により、前年同期比増収。

単位（億円）

注1) 2026年12月期第1四半期から、データ収集の精緻化に伴う集計の見直しを行ったため、一部数値に変更があります。
注2) 億円単位で表示しているため、累計・合計が一致しない場合があります。
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注) 億円単位で表示しているため、累計・合計が一致しない場合があります。            

単位（億円）

バルブ事業 売上実績（エリア別） 
 国内は前年同期比8.9%増、海外は半導体装置向け以外では販売量が減少したものの、為替換算影響もあり、11.8%増。売上比率は国内58%：海外42%。
 米州は、半導体・データセンター向けが伸長した一方、北米の石油化学向け減少が影響し、前年同期比横ばい。
 アセアン・韓国・中東ほかは、アセアン・韓国で半導体装置向けの販売増及び価格改定効果等により、前年同期比増収。
 中国は、景気の冷え込みは継続しているものの、データセンター・半導体装置向けの需要増により、前年同期比増収。
 インドは、機能性化学市場において、子会社化したHorizon Polymer社との相乗効果により、前年同期比増収。
 欧州・その他は、景気低迷等により、前年同期比減収。

2025年
12月期 2026年12月期 前年同期比

2Q累計 1Q 2Q 2Q累計 増減額 増減率

日本 406 214 228 443 36 8.9%

海外 合計 285 151 167 318 34 11.8%

アセアン・韓国・中東ほか 96 53 63 116 20 21.4%

中国 54 27 39 67 12 23.0%

インド 11 6 8 14 4 33.5%

アジア計 161 86 111 197 37 22.7%

米州(北米、中南米) 98 52 47 99 1 0.9%

欧州・その他 26 13 9 22 ▲4 ▲14.4%
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単位（百万円）

 売上高は、銅相場の上昇等により、前年同期比48億53百万円増。
 営業利益は、銅相場上昇による値幅の確保等により、前年同期比7億49百万円増。上期の実績が、当初計画していた通期利益目標を超過。

2025年 2026年 2026年
対前年 対計画

12月期 12月期 12月期

2Q累計実績 2Q累計計画 2Q累計実績 増減額 増減率 増減額 増減率

売上高 16,140 18,000 20,993 4,853 30.1% 2,993 16.6%

営業利益 308 600 1,058 749 242.8% 458 76.5%

電気銅建値：円／kg 1,422 2,100 2,163

メタルソリューション事業

過去1年間の電気銅建値推移キッツメタルワークス 製造設備

(円/kg)
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昇により、1Qの
値幅を確保

2Qにおいても
銅相場はゆるや
かな上昇基調
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営業利益増減要因

(億円)

79.3億円

数量・構成差等
+20.0

原価低減
+1.7

原材料市況
-12.0 購入部品・

ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ増
-3.7

費用増
-10.4

為替
-0.4

ﾒﾀﾙS事業・
その他・
調整額
+6.9

81.4億円
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2025年12月期
上期

バルブ事業
営業利益増減要因

2026年12月期
上期

コスト上昇分を吸収

・原材料価格や購入部品費・エネルギーコストの
上昇 15.7億円
・価格改定効果・半導体向け販売拡大数量・
構成差等により減益影響を吸収

メタルS事業の好調

（主な費用増）
・M&A関連 2.5億円
- インド市場・半導体市場向け事業強化
・KITZ Corp. of Americaの倉庫拡張による賃料増 1.8億円
- データセンター市場向け供給体制強化
・Horizon Polymer社の連結子会社化 0.6億円
- インド市場での競争力強化
・半導体装置向け営業体制・技術開発力の強化 5.2億円

販管費増加の主因は、事業成長に向けた戦略的支出
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 M&Aに伴う取得資産の計上等により、固定資産・流動資産ともに増加し、総資産は前期末比31,298百万円増の215,624百万円
 M&A実行に伴う有利子負債の活用により、自己資本比率は前期末比6.5ポイント低下の57.6%

バランスシートの状況

｜11

固定資産
74,044

純資産
119,790

※自己資本比率
64.1%

流動資産
110,281

固定負債
37,302

流動負債
27,232

固定資産
84,548

純資産
125,751

※自己資本比率
57.6%

流動資産
131,076

固定負債
37,124

流動負債
52,749

棚卸資産
ブイテックス社のM&Aに伴う棚卸資産の計上及
び戦略的な在庫拡充等により、約100億円増加

2025年12月末

主要増減

2026年6月末

資産合計
184,325百万円

資産合計
215,624百万円

建物及び構築物
ブイテックス社の資産計上等により約22億円の
増加

有利子負債
M&Aの資金調達等により約186億円の増加

純資産
利益剰余金の計上により約60億円の増加

単位（百万円） 単位（百万円）

のれん
ブイテックス・Horizon Polymer社のれん計上
等により約45億円の増加（暫定）

注）ブイテック社のBSは第2四半期末より連結しておりますが、
PLの反映は下期からとなります。
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第2四半期決算の概要

通期業績見通し

最近のトピックス
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単位（百万円）

2026年12月期 通期業績見通しの修正

2025年
12月期
実績

2026年12月期
当初計画 

(2/12発表)

2026年12月期
修正計画

(8/7発表)

当初計画比 前期比

増減額 増減率 増減額 増減率
売上高 176,682 195,000 210,000 15,000 7.7% 33,318 18.9%
営業利益 15,454 17,000 18,000

1,000 5.9% 2,546 16.5%
（率） (8.7%) (8.7%) (8.6%)
経常利益 16,071 17,400 18,400

1,000 5.7% 2,329 14.5%
（率） (9.1%) (8.9%) (8.8%)
親会社株主に帰属する当期純利益 11,465 12,700 13,400

700 5.5% 1,935 16.9%
（率） (6.5%) (6.5%) (6.4%)
ROE 10.1% 10.4% 10.9%
BPS 1,358.57円 1,444.52円 1,475.94円
EPS 131.85円 146.02円 154.04円
ドル：対円 149.78 155 159
ユーロ：対円 169.51 184 185
電気銅建値：円／kg 1,536 2,100 2,240
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単位（百万円）

単位（百万円）

｜14

2026年12月期 通期業績見通しの修正（セグメント別）

売上高
2025年12月期 2026年12月期 2026年12月期 当初計画比 前期比
通期実績 当初計画 修正計画

(2/12発表) (8/7発表) 増減額 増減率 増減額 増減率
バルブ事業 141,415 156,200 167,200 11,000 7.0% 25,785 18.2%
メタルS事業 32,514 36,000 40,000 4,000 11.1% 7,486 23.0%
その他 2,752 2,800 2,800 0 0.0% 48 1.7%
計 176,682 195,000 210,000 15,000 7.7% 33,318 18.9%

営業利益
2025年12月期 2026年12月期 2026年12月期 当初計画比 前期比
通期実績 当初計画 修正計画

(2/12発表) (8/7発表) 増減額 増減率 増減額 増減率
バルブ事業 18,886 20,900 21,200 300 1.4% 2,314 12.3%
メタルS事業 865 1,000 1,500 500 50.0% 635 73.4%
その他 171 100 100 0 0.0% ▲71 ▲41.5%
調整額 ▲4,467 ▲5,000 ▲4,800 200 ー ▲333 ー
計 15,454 17,000 18,000 1,000 5.9% 2,546 16.5%
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単位（百万円）

2026年12月期 通期業績見通し

2025年12月期 
実績

2026年12月期計画及び進捗
1Q
実績

2Q
実績

上期
実績 下期 通期

売上高 176,682 46,625 51,607 98,232 111,767 210,000

営業利益 15,454 3,697 4,446 8,143 9,856 18,000
（率） (8.7%) (7.9%) (8.6%) (8.3%) (8.8%) (8.6%)
経常利益 16,071 4,193 4,460 8,654 9,745 18,400

（率） (9.1%) (9.0%) (8.6%) (8.8%) (8.7%) (8.8%)

親会社株主に帰属する
当期純利益 11,465 3,657 2,891 6,549 6,850 13,400

（率） (6.5%) (7.8%) (5.6%) (6.7%) (6.1%) (6.4%)

ROE 10.1% ー ー ー ー 10.9%

BPS (円) 1,358.57円 ー ー 1,426.30 ー 1,475.94円
EPS (円) 131.85円 ー ー 75.30 ー 154.04円
ドル：対円 149.78 158.61 
ユーロ：対円 169.51 184.83 
電気銅建値：円／kg 1,536 2,163
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単位（百万円）

単位（百万円）

売上高
2025年 2026年12月期計画及び進捗
12月期 1Q実績 2Q実績 上期実績 下期 通期実績

バルブ事業 141,415 36,530 39,543 76,073 91,126 167,200
メタルS事業 32,514 9,571 11,422 20,993 19,006 40,000
その他 2,752 523 641 1,165 1,634 2,800
計 176,682 46,625 51,607 98,232 111,767 210,000

｜16

2026年12月期 通期業績見通し（セグメント別）

営業利益
2025年 2026年12月期計画及び進捗
12月期

1Q実績 2Q実績 上期実績 下期 通期実績
バルブ事業 18,886 4,255 5,078 9,334 11,865 21,200
（率） (13.4%) (11.7%) (12.8%) (12.3%) (13.0%) (12.7%)

メタルS事業 865 592 466 1,058 441 1,500
（率） (2.7%) (6.2%) (4.1%) (5.0%) (2.3%) (3.8%)
その他 171 ▲46 49 3 96 100
調整額 ▲4,467 ▲1,105 ▲1,147 ▲2,253 ▲2,546 ▲4,800
計 15,454 3,697 4,446 8,143 9,856 18,000
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バルブ事業 売上計画の修正（市場別）

注) 億円単位で表示しているため、累計・合計が一致しない場合があります。

｜17

2025年12月期
実績

2026年12月期
当初計画

2026年12月期
修正計画

前期比 2026年12月期

増減額 増減率 上期実績 下期計画

Core

建築設備 326 340 360 34 10.4% 180 180 
石油化学 306 320 300 ▲6 ▲2.0% 147 153 
水処理 109 125 125 16 14.7% 53 72 
機械装置 101 105 105 4 4.0% 54 51 

Core 合計 841 890 890 49 5.8% 434 456 

Growth

半導体装置 231 265 385 154 66.7% 140 245 
半導体材料 (フィルター) 52 62 62 10 19.2% 30 32 
機能性化学 38 50 50 12 31.6% 18 32 
水素/脱炭素 (LNG含む) 19 40 20 1 5.3% 7 13 

Growth 合計 340 416 516 176 51.8% 196 320 
その他 233 256 266 33 14.2% 131 135 
合計 1,414 1,562 1,672 258 18.2% 761 911 

単位（億円）
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バルブ事業 売上計画の修正（エリア別）

注) 億円単位で表示しているため、累計・合計が一致しない場合があります。

｜18

2025年12月期
実績

2026年12月期
当初計画

2026年12月期
修正計画

前期比 2026年12月期

増減額 増減率 上期実績 下期計画

日本 824 900 947 123 14.9% 443 504 

海外 合計 590 662 725 135 22.9% 318 407 

アセアン・韓国・中東ほか 193 203 244 51 26.4% 116 128 

中国 119 124 156 37 31.1% 67 89 

インド 24 42 42 18 75.0% 14 28 

アジア計 336 369 442 106 31.5% 197 245 

米州(北米、中南米) 203 239 232 29 14.3% 99 133 

欧州・その他 51 54 52 1 2.0% 22 30 

単位（億円）
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ブイテックス社の子会社化に伴う半導体装置市場戦略①

ブイテックス社の子会社による下期収益貢献予想 売上高 約70億円 ｜ 営業利益 約7億円（※のれん償却後約5億円）

 半導体市場向けポートフォリオの拡大
薬液・ガスの供給から真空排気までを一貫してカバーする、
希少性の高い製品ポートフォリオを構築

 買収後の真空バルブ市場におけるポジション変化
真空バルブ市場において、日本企業最大手・世界No.2
のポジションを確立

- グローバル (市場規模 約1,880億円）

- 日本 (市場規模 約290億円）

海外最大手A社
71%

海外最大手A社
55%

9%

29% 9%

そ
の
他

そ
の
他

6%

KITZ SCT + V TEX

KITZ SCT + V TEX

海外競合B社

国内競合C社

※出所：TechInsightsデータを基に当社作成

• 2025年 半導体真空バルブ市場シェア 

グローバル真空バルブ市場は、2030年に約1.8倍へ拡大する見通し

V TEXKITZ
SCT

装置:その他

材料

工場設備

装置:真空バルブ

売上構成
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ブイテックス社の子会社化に伴う半導体装置市場戦略②

・高品質な
角型ゲートバルブ
技術

・振子ゲート
バルブ技術

・高温対応技術

・自動制御技術

・クリーン化技術

次世代製品
開発の加速

・ドライエッチャー市場向けの
最先端バルブ開発

・省スペース・小振動・
ゼロパーティクルの実現

・製品ポートフォリオ拡大に
よる提案力強化

V TEXの強み KITZ SCTの強み

 両社の強みを結集した製品・技術シナジー
相互補完的な技術融合により、次世代プロセス向け製品の開発力向上

｜20

角型ゲートバルブ 丸型ゲートバルブ 振子ゲートバルブ アングルバルブ バタフライバルブ バタフライＡＰＣ 振子ＡＰＣ ボールバルブ

海外最大手A社 ● ● ● ● ● ● ● ●
KITZ SCT ● — — ● ● ● — ●

V TEX ● ● ● — — — ● —
SCT + V TEX ● ● ● ● ● ● ● ●

• 真空バルブラインアップの拡大
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ブイテックス社の子会社化に伴う半導体装置市場戦略③
 製造・販売ネットワーク統合によるグローバル展開の加速
両社の拠点網を掛け合わせ、グローバル規模での顧客密着体制の確立とBCPの強靭化

｜21

• 拠点情報
KITZ SCT   営業拠点    製造拠点
V TEX    営業拠点    製造拠点
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半導体BU

中国

韓国

ベトナム

日本

北米

台湾
技術シナジー

• 製品ラインアップの拡充
• 技術基盤強化による競争力向上

顧客シナジー
•グローバルでの顧客密着体制の確立
•半導体周辺設備市場の開拓

生産シナジー

•既存工場を活用した迅速な体制構築
•供給力強化とBCPの強靭化

ブイテックス社の子会社化に伴う半導体装置市場戦略④
 半導体市場を起点にグループ全体の成長エンジンへと発展させる

2026年10月8日（木）半導体関連事業説明会 開催予定 ※詳細は後日ご案内いたしますIRイベント情報
｜22
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株主還元について

13 17 20 20 
9 

20 
33 41 46 53

62

17/3 18/3 19/3 20/3 20/12 21/12 22/12 23/12 24/12 25/12 26/12（予想）

（9ヵ月決算）

 配当金額の推移

配当性向の望ましい水準を 35％前後 から 40％以上 へ引き上げ（2025年12月期より適用）

親会社株主に帰属する当期純利益

配当実績＆予想
 2025年12月期実績：5期連続最高額を更新

1株当たり53円（中間21円、期末32円）

 2026年12月期予想：
1株当たり59円⇒62円へ増配（中間29円、期末30円⇒33円）

最適資本構成とROE目標達成に
向け、投資状況などの環境に応じて
自己株式の取得を検討

株主還元

株主還元方針

配当性向の基準            25% 40%35%

｜23

当初計画59円
(2/12公表)
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第2四半期決算の概要

通期業績見通し

最近のトピックス

-補足データ-

1

2

3
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トピックス① 銅棒及び銅合金棒の生産・技術を承継

三菱マテリアル株式会社による銅棒およびエコブラス®鍛造
品の製造・販売終了に伴い、一部製品をキッツメタルワーク
スへの生産移行するため、同社と技術供与契約を締結し
ました。

製造技術や品質管理のノウハウを継承し、キッツメタルワー
クスが培ってきた材料加工・鍛造・切削加工技術を融合す
ることで、環境対応型材料や高機能材料の製品ラインアッ
プ拡充します。既存顧客への安定供給に加え、半導体関
連や産業機器などへの展開を進め、メタルソリューション事
業の付加価値向上と成長につなげていきます。

製品使用場面のイメージ
※エコブラス®は三菱マテリアル株式会社の登録商標です。
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トピックス② 令和8年熊本地震の被災地での給水支援活動

令和8年熊本地震の発生を受け、現地からの要請に
基づき、可搬式浄水装置「アクアレスキュー」を熊本県
西原村に設置し、給水支援活動を開始しました。地震
の影響により水質が悪化した原水を浄化し、被災され
た方々へ生活用水として供給しています。
また、その他自治体への給水に向けた準備も進めており
ます。

今後も、キッツグループが培ってきた水処理技術を活用
し、被災地の生活インフラの確保に貢献していきます。
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トピックス③ 「KITZ INDUSTRIAL CONVENTION 2026」開催

顧客接点を強化する自社展示会を開催

工業用製品をテーマとした自社展示会「KITZ 
INDUSTRIAL CONVENTION 2026」を、水島・四日
市の2エリアで開催します。今回はコンビナートが集積する地
域にて展示会を展開し、エンドユーザーとの接点強化を図り
ます。製品を直接ご覧いただくため、キャラバンカーも新たに
製作しております。お客様との直接対話を通じて潜在的な
ニーズを捉え、グループ製品のクロスセルや新たな事業機会
の創出につなげていきます。

開催エリア 開催日時 会場

水島 2026年11月24日（火）
10:00～18:00 CONVEX岡山

四日市 2026年12月4日（金）
10:00～18:00 四日市市文化会館

開催概要

キャラバンカー イメージ
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トピックス④ キッツグループイメージソングの公開

創業75周年を記念し、ナオト・インティライミ氏が作詞・作曲したキッツグループイメージソング「この指とまれ」を公開しました。
キッツグループの歩みや大切にする価値観、未来に向けて挑戦を続ける姿勢を楽曲に込め、グループ社員も「Team KITZ」と
してコーラスに参加しています。今後、社内外のイベントをはじめとするさまざまな機会で活用し、グループの一体感を高めるとと
もに、キッツグループの想いや企業ブランドを社内外へ広く発信していきます。

キッツグループイメージソング特設ページ：https://www.kitz.co.jp/company/song

https://www.kitz.co.jp/company/song
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第2四半期決算の概要

通期業績見通し

最近のトピックス

-補足データ-

1

2

3
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単位（百万円）

連結

2025年12月期 2026年12月期

2Q累計実績 2Q累計実績

売上高 86,380 98,232

営業利益 7,933 8,143

経常利益 8,373 8,654

親会社株主に帰属する中間純利益 5,968 6,549

海外売上高比率 33.6% 33.1%

バルブ事業 海外売上高比率 41.2% 41.8%

有利子負債 35,434 55,573

自己資本比率 63.5% 57.6%

ROE ー ー

BPS 1,259.47円 1,426.30円

EPS 68.65円 75.30円

主な経営指標
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単位（百万円）

2025年12月期
2Q累計実績

2026年12月期
2Q累計実績 増減額 主な内訳

営業利益 7,933 8,143 209

■営業外収益 1,079 882 ▲196 保険収入等▲271 (前期400→当期128)

為替差損益+332 (前期▲321→当期11）■営業外費用 639 371 ▲267

経常利益 8,373 8,654 280

■特別利益 274 1,271 997 有形固定資産売却益+1,266 (前期4→当期1,271）

■特別損失 27 18 ▲9

税金等調整前中間純利益 8,620 9,907 1,287

法人税等 2,633 3,258 625

中間純利益 5,986 6,648 661

非支配株主に帰属する中間純利益 18 99 81

親会社株主に帰属する中間純利益 5,968 6,549 580

連結営業外・特別損益の状況
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単位（百万円）

■営業活動CF： 棚卸資産の増加43億90百万円、法人税等の支払27億51百万円、有形固定資産除売却損益12億53百万円等はあったものの、税金等調整前中間
純利益99億７百万円、減価償却費38億13百万円等により、53億34百万円の資金の増加。

■投資活動CF： 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出121億71百万円、バルブ事業を中心に有形固定資産の取得による支出33億３百万円等により
、147億18百万円の資金の減少。

■財務活動CF： 配当金の支払27億92百万円、長期借入金の返済による支出12億62百万円等はあったものの、短期借入金の純増178億29百万円等により、132億
50百万円の資金の増加。

2025年12月期 2026年12月期
増減額 増減率

2Q累計実績 2Q累計実績

営業活動CF 5,334 5,334 0 0.0%

投資活動CF ▲4,734 ▲14,718 ▲9,983 ー

フリーCF 600 ▲9,383 ▲9,983 ー

財務活動CF ▲3,566 13,250 16,816 ー

現金等期末残高 26,482 32,369 5,887 22.2%

キャッシュ・フローの状況
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電気銅建値推移
（円/kg）
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LME銅価格推移
（USD/ton）
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原油価格推移
（USD/バレル）
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